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動機・・ポリアミドと高分子がどのように温室効果ガスの排出量削減に貢

献できるのか興味を持ち将来どのように使われていくのか知りたいと

思ったから。

目的・・ポリアミドについて理解し、SDGsと関連付けながら考え、これか

らの時代にどのような高分子が望まれるのかを考察する。

仮説・・持続可能な社会のために､化石燃料を使わず自然に分解される

環境に優しい高分子が求められる。

調査1.ナイロンを合成する実験を行う

目的:実験を行い自分たちの手で高分子を作り高分子とはどのような

ものか理解を深める。また動物の毛や綿や麻を使わずに2種類の溶

液から繊維を取り出すという今までにない方法で糸をつくりSDGs

の9番の産業と技術革新の基盤となるのかを調べる。

実験手順

1.「アジピン酸ジクロリドのヘキサン溶 液 」①と「ヘキサメチレ

ンジアミンの水酸化ナトリウム水溶液 」②をそれぞれ1種類ずつ選

ぶ(濃度の組み合わせは自由)

2.駒 込ピペットを使い，ヘキサメチレンジアミンの水 酸 化ナトリ

ウム水溶液 を5-10mLほどビーカーに入れる.

3.駒 込ピペットを使い，アジピン酸ジクロリドのヘキサン溶 液 を

5-10mLほどビーカーに入れる. ゆっくりと壁面を伝わらせな

がら入れ，2層になるようにする.

4.界面付近をピンセットでつまみ，ゆっくりと引き上げる.うまくい

けば6,6-ナイロン の繊維が出てくる　

5.濃度を変えて(薄、濃)結果をまとめる

調査2.仮説のような高分子について文献調査を行う

インターネットで高分子について調べる。

調査２　 　 生分解性高分子 という自然環境の中で微生物や酵素に

よって分解されたり、植物や動物といった生物由来の原料からつく

られる高分子化合物があることがわかった。

調査1:Aの両方の溶液が濃い場合は長く太く強い6,6-ナイロンがで

きたこと､Dの両方の溶液が薄い場合は短く細く弱い6,6-ナイロンが

できたことから、繊維の長さ、太さ、強さはヘキサメチレンジアミ

ンの水溶液とアジピン酸ジクロリドのヘキサン溶液の濃さに比例す

ると考える

調査2:生分解性高分子 は分解され自然に還ること、また、石油資源

原料ではなく再生可能資源原料にすることで、廃棄物の環境負荷の

低減ができる。そのため、環境問題解決を助けることが期待されて

いる。従って、仮説が正しいことがわかった。この高分子を使って

いくことで様々な環境問題の解決SDGsの達成にも関わっていくこ

とができると考えられる。

6,6-ナイロンは溶液の濃度によって強度や長さ、太さが

変化する。

また、再生可能原料であり環境への負荷が少ない生分解

性高分子が持続可能な社会に役立つ。
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↓濃度による繊維の長さ・太さ・強さ  を5段階評価で比較する

長さ
太さ
強さ
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